
A(%) B(%) C(%) D(%)

1 76.9 22.6 0.5 0.0

2 91.8 7.7 0.0 0.5

3 64.7 32.8 1.5 1.0

4 88.7 11.3 0.0 0.0

5 59.0 35.4 5.1 0.5

6 89.3 9.2 1.5 0.0

7 95.4 4.1 0.5 0.0

8 84.6 14.4 1.0 0.0

9 84.1 14.9 1.0 0.0

10 80.0 19.5 0.5 0.0

11 81.6 17.4 1.0 0.0

12 79.0 20.5 0.5 0.0

13 79.5 19.0 1.5 0.0

保護者参加の行事（保育参観・運動会等）は園児、保護者ともに楽しく

参加できた。

給食は、メニューが充実しており、園児は喜んで食べている。

園児の健康状態を把握し、体調の変化があったときには、速やかに対応

している。

園児が安全で心地よく過ごすための配慮（園内や園庭の安全点検・事故

防止・避難訓練）をし、危機管理や安全対策に努めている。

園内は清掃や整理整頓が行き届いている。

園は、個人情報の取扱いに注意している。

園内の行事（夏のお楽しみ会・ハロウィン・クリスマス会等）に園児が

楽しんで参加できている。

はばたきだより　臨時号
令和5年度　学校評価アンケート　集計結果

令和6年1月15日

【　Aーそう思う　Bーだいたいそう思う　Cーあまり思わない　Dー思わない　】

保育教諭は園児一人ひとりの発達を理解し、適切な保育・幼育につとめ

ている。

あそびや保育・幼育活動を通して、園児はのびのびとあそびや活動を楽

しんでいる

家庭とこども園の相互の連携はとれている。（教職員と保護者のコミュ

ニケーション等）

こども園の環境（遊具、施設、園庭など）は、園児の発達のために適切

に設置・整備されている。

ブログ発信やおたよりなどで、こども園での様子やあそびの様子が伝

わってくる。

これまでを振り返り、お子様の成長が伺える。（生活習慣・人間関係・

言語・社会性など）

　寒の入りを迎え、いよいよ冬本番。急に寒さが駆け足でやってきたような気がします。

平素は認定はばたき幼稚園に対してのご理解ご協力いただき、厚く感謝申し上げます。

先日はアンケートにご協力いただきありがとうございました。遅くなりましたが、集計結果を下

記のとおりご報告いたします。頂いた御意見を真摯に受け止め、これからの保育活動に生かして

いきたいと思います。今後とも、よろしく御理解・御協力のほどお願いいたします。



《　教職員自己評価より　》

◎

◎

　今年度は、乳児は“一人ひとりの育ちを大切に”を目標に、保護者と連携しながら、より細やかな

かかわりができるよう、保育の内容の見直しに取り組んだ。幼児も子どもの人権を大切にし、自

己肯定感に繋がる声掛けやかかわりを意識する保育を心掛けることができた。また、オンライン

研修を有効に活用し、たくさんの職員が研修に参加できる機会を作り、保育技術のスキルアップ

に繋げることもできた。教育や保育のあり方や行事の行い方に対しても、積極的に意見を交わし

ながら、現状に合わせ、全職員が一丸となり、子どもたちに提供できるよう心掛けた。今後も子

どもが安全な環境でより良い教育、保育ができるよう、今以上に意見、情報交換の場を持ち、保

育環境の整備ができるよう努めていきたい。

今年度はすべての項目で【A-そう思う】の評価が増えた。園としても、昨年の反省を生か

し、保護者の要望を取り入れながら、子どもの発達に合わせた保育を行うことができたと思

う。コロナが５類になり、コロナ前に近い形で参観や行事を行い、園の様子や子どもたちの

頑張りを見て頂く機会を作ったり、ホームページで子どもの日々の姿や表情を見て頂いたり

と、園の教育方針を理解いただくよう取り組んできた。ただ、今年度のアンケートの結果に

もあるよう、こども園での様子やあそびの様子をより知りたいとの意見も多く、今後もホー

ムページや様々な媒体を利用し、子どもたちの元気な活動を更に発信していきたい。また家

庭との連携においても、送迎時や必要に応じ連絡を取り合うなどしながら、園と家庭が一緒

になり共に子どもたちの育ちを支えていきたいと思う。

《　今後の課題　》

今年度も他府県で、バスでの事故や保育所での不適切保育が世間で話題になった。幼稚園、

家庭が連携し、悩みや不安に寄り添いながら、安心して子育てできる環境作りに取り組んで

いく。


